付加価値の源泉の進化 -- 「良い仕事」、「悪い仕事」? (シンポジウム報告) by リチャード ボールドウィン & マーティン ラマ
付加価値の源泉の進化 -- 「良い仕事」、「悪い仕
事」? (シンポジウム報告)
著者 リチャード ボールドウィン, マーティン ラマ
権利 Copyrights 日本貿易振興機構（ジェトロ）アジア
経済研究所 / Institute of Developing

























一〇年のグローバルな製造業 割合です。ここで重要なのは、大きな製造業が、Ｇ７という七つ 負け組から七つの台頭組へと移行していることです。特に中国 台頭組の筆頭です。韓国、インド、インドネシア、タイ、トルコ、ポーランドといった国々でも、製造業におけるＧＤＰの割合が〇・五％上がっています。しかし、それ以外の世界はほとんど変わっていません。グローバル化のプロセスにおいて、製造業が大きく変わっているのですが、それが影響を与えたのは一部の国だけである、つまり、ある一定の地域におい のみ影響を及ぼしたことが分かります。　
二つ目の鍵は、貿易投資政策が




























バル化によって全く違うものが見えてきているのです。すなわち、要素が国境を越えているとい ことです。モノの情報 流れが、以前は先進国の工場の中で起こっていたのが、今は世界的に起こっているのです。特にノウハウ ついては、日本 労働者 ノウハウを持ち、あ 集積地で生産性 高かったわけですが、そういったウハウが、タイの労働者と共有されるということが起こっていまつまり、グローバル化 性質が根本的に変わったと言えます。貿易はより複雑になっており より相関関係があります。モノや人、知財、部品などがすべて動くようになったわけです。　
グローバリゼーションの大きな
基本的 違いですが、まず、貿易というのは、モノが国境を越えるだけではなく、工場も国境を越えていきます。国際商取引 もっと複雑になり、より相互的な 連深まっ ます。モノ、サービス、ノウハウ、資本が新しいビジネスの創造につながってきます。特にこのノウハウの部分が国境を越えるということがすべ を変えてしまいました。企業や工場の中に限られていた技術が国境を越えてい





















（サービス化） 」 といいます。これは日本ではあまり聞き慣れないテーマ すが、ヨーロッパでは注目を集めています。新しいコンセプトですので、まず 製造のサービス化とは何 のかということをお話ししましょ 。　
生産物、投入財の分野が
あります。例えば生産物して扇風機があります。それでは、どのくらいの付加
価値がこの扇風機に付加されているのでしょうか。違った見方をすれば、その付加価値の源泉はどの分野から来ているの ということです。投入財のセクターを見てみましょう。一次産品のセクターがあります。そして製造があります。さらにサービスがあります。扇風機に使用される一次産品は銅や石油です。これは付加価値の一部になります。製造ですが、プレス加工、溶接があります。そしてサービスの分野では設計、小売り 輸送等があります。これ べてのものが付加価値の源泉となっているのです。そして、扇風機が生産物として作られます。つ り、この付加価値の源泉というのは、投入財の分野にあるのです。　
投入財の分野は人が労働してい
るところです。モノが輸出されるということで、以前はモノ自体にフォーカスが当てられていました。しかし、それが変わってきました。日本の輸出は製品 ほとんどです。アジア国際産業連関表を使 、一九八五年と二〇〇五年の付加価値を比較してみま た。一九八五年、日本の輸出品 付加価値は、サービスセクターから来ているものは一三％、製造から来ているものが八〇％でした。これは製品な
ので、製品分野から来る付加価値が八〇％というのは理解できます。しかし、二〇〇五年を見てみ と状況が変わっています。付加価値の源泉は、サービスが二九％と二倍になっています。このことから、日本の輸出品 サービス分野で価値が付与されているという になります。つまり、モノだけにフォーカスを当てると、このサービスの部分を見落としてしまいます。　
一九八五年と二〇〇五年の比較
によって、付加価値の源泉がどう変わってきているかが かります。ここで三つのセクターを結んでスマイルカーブを見 みましょう。一九八五～二〇〇五年は、一次産品がマイナスです。そし 製品部分も付加価値のシェアが一次産品以上に減っています。サービスがプラスです。これはスマイルカーブに似ています 、片方が少し高いので、 ひきつった笑 （
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らこれをみると、二一世紀 工場として、都市を使うことができるということです。ユニクロのようなサービスセクターの仕事は都市に集中する傾向があります。つまり、それが「良い仕事」 、継続的な仕事 つながっていくことになるのです。　
私は、オランダ政府のグローバ




















見てみましょう。先進国と発展途上国ともに、貧困から抜け出す際に仕事がその役割を果たしています。たとえば、送金など 賄っているノンレイバーの非労働的な活動による収入と比較して、労働活動で所得を得る方 、より多くの所得を得ることができます。先進国においては、労働活動によって所得を得ることが貧困から抜け出す主要な要因になる ということが分かります。　
開発によって、もちろん仕事は











いと思います。ここで強調したいのは、賃金労働によって労働移動が促されているという と す。この労働移動というのは経済学上、いろいろな意味があり 労働移動というのは、ある場所から別の場所へ移動すると う解釈の仕方もあるでしょ けれど ここでは社会的な移動と うこ です。貧困から脱却して、脆弱な状況から中間層に行くということです。比較的「悪い仕事」に見えたとしても、都市の仕事、特に賃金労働が、移動において重要な要素を示しています。この分析は少し難しいかもしれません。　
パネルデータに基づき、同じ人
を時系列でずっと追って、転職して貧困から抜け出したかどうかを見た南アジアでの調査があります
が、パネルの数が小さく、分析が難しい面があります。一つのパネル、一つのデータによると、息子の職業は父親の職業に関連しているというものです。下方 農業から、ホワイトカラー 上方へというような社会的な分類がありますが、この上方、下方への移動はどちらもあり得ます。非熟練者はだいたい上方へ移動します。そ 一方で、インドに関しては興味深いことなのです 時間とともに移動の割合が増えていることで例えば、あ たがホワイトカラーであろうと、農業者であろ と、父親が何をやっているかに関わらないということです。若い世代を見てみると、移動性が従来に比べ柔軟に り、ランダムなモビリティになっています。つまり、父親が何の職業であったか関係ないということです。以前は低カーストの人にとって、移動性は低 ったのです。しかし今 は、上位カース と同じぐらいの移動性になっています。したがっ 、仕事によって貧困から抜け出すだけではなく、別 社会的な排除を乗り越えることができている いうことを示しています。　
移動性が高いアメリカとベトナ
ムを基準として、インドとバング
ラデシュを比較してみました。①貧困から脱却する可能性、②中間層に動く可能性、③貧困に逆戻りする可能性、④中流階級から落下する可能性、の四つについてです。貧困者の絶対数は違うかもしれませんが、貧困 が貧困から脱却することについては、バングラデシュ、インド アメリカ ベトナムでは同じです。中流階級にいくと、そうとは限りません。貧困に逆戻り、あるいは中流階級から落下するなど、もっと悪い結果が出ています。ともかく、多くの移動性があるということです。　
都市、そして農村に関して同じ










しています。ドイツにおいては少し違う傾向ですが、世帯の調査も企業の調査も傾向的には同じものが出ています。雇用の破壊は、従業員〇～五人の会社が一番多くなっています。しかし、途上国ではあるけれどＯＥＣＤ加盟国であるチリにおいては、世帯に対する調査で 〇～五人の が一番多いですが、企業に対する調査では一〇～四九人が一番多くなっています。つまり、これは統計の数字がゆがんでいるということになります。零細企業の数を過小評価する傾向 あり、零細企業が数に入れられていないということです。チリは、零細企業 三九％の労働を雇用しているということになますが、エチオピアのような国では、九三％が零細企業によって雇用されています。　
労働の多様性を考慮に入れた生





実際に規模ごとの分布からはどこが雇用を創出しているのかについてはっきりとした実像をつ むことができません。雇用の創出、破壊もそうですが、それを零細企業で行っているというのが現状なのです。しかし、例えばガレージで生まれたけれど急に大きくなったマイクロソフトのよ に、足が速く、目標を持って成長していくガゼルのような可能性を った企業でもあります。途上国はマウスよりガゼルの方が多いといえます。また、権力を持っている人との関係が多く、それが影響を与えるという傾向が途上国では だ見らます。●都市における雇用創出　
最後のポイントですが、都市と
いうことに目を向 てみたいと思います。都市が雇用創出のエンジ





を説明したいのですが、ここではインドを例にとって説明したいと思います。クラスターごと 見ていきますと、都市のパフォーマンスの大きな決定要素となる は、サイズであるのか あるいはガバナンス形態であるのかということです。州政府が置かれている都市は非常に強いガバナンスがありあます。統計的な有意性を見てみる
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よりも、生産性は高くなって ます。しかし、バンガロールからの距離が遠くなれば遠くなるほど、生産性が急速に落ちていきます。つまり、生産性が高い部分はバンガロールの都市部に集中し るということです。バンガロール自体は、まあまあエンジニア とっては素晴らしいロケーショ かしれません。例えば、オランダもこのような都市をつくりたいと考えているかもしれませんが このように都市を取り巻く地方都市の部分に関する交流 必要になってまいります。ですから、中国ほどではありませんが、この大変革が
都市政策にもたらす変化も十分に考慮しなければいけないということになります。ありがとうございました。 （拍手）
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